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スクイーズド状態は、量子情報処理において非古典相関を示す重要な状態であり、これらを生

成するためには系の非線形性が必要となる。機械振動子系においては、和・差周波数を励起する

パラメトリック過程を介して熱スクイーズド状態が生成されてきた[1]。このような機械振動子系

自体の非線形性を利用する従来法に対して、光機械変換の非線形性、つまり測定の非線形性に基

づくスクイーズド状態の生成手法が Brawley によって提案された[2]。本講演では、この手法を 2

つの機械振動モード操作へ拡張し 2 モード熱スクイーズド状態の生成を行った結果を示す。本手

法は、任意の軸に相関を持ったスクイーズド状態を生成可能である上、非古典状態生成への応用

が期待できる。 

 測定の非線形性を増強するためには、機械振動子の高い Q値と光による高い振動検出感度が求

められる。我々は、常温で高 Q 値（～30000）を示す窒化シリコン（SiN）機械共振器に対して、

2 次の非線形ドップラー効果を利用することで機械振動の基本モードおよび高次モード間の和周

波信号の測定を実現した（図 1）。基本モードと高次モードの直交位相振幅をそれぞれ(X1,Y1)、

（X2,Y2）とした際に、その和周波の直交位相振幅の一方は X1X2- Y1Y2となる。和周波信号 X1X2- 

Y1Y2がある一定の正値をとるタイミングをトリガして(X1,Y1)、（X2,Y2）を計測することで、X1、X2

および Y1、Y2それぞれが相関を持った熱スクイーズド状態の生成に成功した。直交位相振幅の相

関係数行列を見積もると非対角項が大きくなっており、2 モード熱スクイーズド状態が生成でき

ていることが確認できる（図 2)。 
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図 1 機械共振器の SEM像と 

実験系の概略図 

図 2 和周波信号のトリガを用いない場合（左） 

と用いた場合（右）の相関係数行列 
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